
MBRからGPTへの変換

データを保持したままMBRからGPTに変換するにはmbr2gptというコマンドを使用します。

手順は次の通りです。

「ディスク番号」を調べる。

GPTに変換が可能かどうかをチェックする。

チェックがOKの場合は思い切ってGPTに変換する。

① ディスク番号を調べる

「ディスクの管理」の画面でGPTに変換したいストレージについているのがディスク番号です。

例えば、上記の例では「ドライブ(C:)」が割り当てられているシステムドライブは「ディスク 0」

になります。この番号は後で使うので覚えておく。



② GPTに変換が可能かどうかをチェックする

このチェックには管理者モードのWindows PowerShellから実行します。

これにはWindowsアイコンを右クリックして「Windows PowerShell (管理者)」を

Windows PowerShellが起動したら次のコマンドを入力しましょう。「disk:」後の数値は、

さっき調べたドライブ番号にしてください。

この実行結果が次のように「Validateion complete successfully」となればOK

(GPTに変換可能)です。

mbr2gpt /valodate /disk:□ /allowFullOS スペ－ス

大文字



③ GPTに変換する

チェックの時に使ったWindows PowerShellの画面でそのまま次のコマンドを入力する。

このときも「disk:」の後の数値はさっき調べたドライブ番号です。

mbr2gpt /convert /disk:□ /allowFullOS スペ－ス

大文字

この結果が次のように「Conversion complete successfully」と表示されたら

変換成功です。

変換が完了した後に「ディスクの管理」の画面で変換したドライブのプロパティを確認すると、

パーティションのスタイルが「GUIDパーティションテーブル (GPT)」となっているはずです。




